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内分泌代謝疾患の診療を通じて
地域医療に貢献します

糖尿病・
内分泌内科

患者さんや
地域医療機関への
メッセージ

糖尿病の血糖コントロールをはじめ
各種内分泌疾患の診断・治療が必要な
患者様は、お気軽に当科を受診頂け
ましたら幸いです。

構成メンバー

［後列・左から］田辺／木村／内山
［前列・左から］岡田／中村／原田

提供する活動内容

当科のスタッフは糖尿病専門医や内分泌代謝専門医の資格を
有し、内分泌代謝分野において高度専門医療を提供しています。
また当院は糖尿病学会や内分泌学会の教育認定施設に指定
され、専門医取得を目指す若手医師の育成にも力を入れてい
ます。

スタッフ３名／フェロー１名／専攻医５名／外来非常勤医師２名

中村 嘉夫
糖尿病・内分泌センター長

●京都大学医学博士
●京都大学糖尿病・内分泌・栄養内科
　　　　　　　　　　　臨床教授・非常勤講師
●日本糖尿病学会 専門医・指導医・学術評議員
●日本内分泌学会 専門医・指導医・評議員
●日本内科学会認定医・指導医

新型コロナウイルス感染症は糖尿病や肥満が重症化リスク
に挙げられ、また感染予防のためのステイホームが運動不足
や過食をもたらし、更なる血糖コントロールの悪化や体重
増加に繋がります。
当科では患者様の社会背景に応じた糖尿病治療薬の選択を行うと
ともに、糖尿病認定看護師による生活指導も行い、このコロナ禍に

おいても生活習慣病が悪化しないよう
努めています。
また、原発性アルドステロン症をはじめ
とした副腎疾患の検査入院や、甲状腺
疾患に対するアイソトープ治療も積極的
に行なっています。

生活指導の
様子



栄養管理部は入院患者さんの治療食を提供する
だけ でなく、で きるだけ 多くの 患 者 さんにきめ
細やかで効果的な栄養管理を提供する事を目標と
しています。

チーム医療にも積極的に参加し、栄養の専門家
として治療に貢献しています。

医　師 １名
管理栄養士 19名
調理師 25名

構成メンバー

きめ細やかで
効果的な栄養管理を
目指します。

栄養管理部部門
紹介

調 理 師

管理栄養士

選択
メニュー

（別途実費が　
　　かかります）

治療食などでお困りの方は栄養相談においでください。
入院中、外来受診の際に申し出ていただきますと、予約
させていただきます。

患者さんや
地域医療機関への
メッセージ

「衛生的に・安全に・速やかに」

育児用ミルク、治療用ミルクも課内で調整しています。
「衛生的に・安全に・速やかに」

育児用ミルク、治療用ミルクも課内で調整していま
す。

「生活にあった方法で・無理せず・長続きできるように」

栄養相談はわかりやすく、ニーズに合った内容を

心がけています。

「生活にあった方法で・無理せず・長続きできる
ように」

栄養相談はわかりやすく、ニーズに合った内容を

心がけています。



AGMC ニュース“もっと”
知ろう・作ろう・使おう…
そして広めよう！

「クリニカルパス（パス）」は、疾患に合わせて最適な治療を行うための診療計画であり、入院患者様には
“入院診療計画書（患者用パス）”としてお渡ししています。当院では年1回クリニカルパス大会を開催し、パスに
関する取り組みの成果を発表しています。

発表演題は「パスから始める 構造改革ことはじめ：
呼吸器外科」、「わかりやすい入院説明を目指して：
看護部クリニカルパス委員会」「人工膝関節全置換
後のクリニカルパスの改訂：リハビリテーション部」
の3題でした。具体的には、パスの本質を理解する
ことで意 識が向上したこと、医 療者・患者共に
わかりやすい説明書類を整備したこと、パスを分析
し患者の目標設定や多職種連携に活用したこと、
についての内容でした。

院長賞には、見事、リハビリテーション部が選ばれましたが、
どの演題もパス大会のテーマ”もっと 知ろう・作ろう・使おう…
そして広めよう！”にふさわしく素晴らしい内容でした。

また日本クリニカルパス学会理事であるトヨタ記念病院の
岡本泰岳先生より「クリニカルパス医療の本質」の講義をいただき、
まだまだ理解不足であるパスの基本について学ぶことができました。

当院のパス大会は第３回目を迎えました。少しずつではありますが
パスに対する知識を深め、患者様の入院前～退院後の生活を支えて
いけるような基盤を作れるよう、今後も取り組みを続けていきます。院長賞受賞の様子

第3回 AGMCクリニカルパス大会　2022年2月25日

呼吸器外科
発表の様子

リハビリ
テーション部
発表の様子

看護部
発表の様子



DONATION

ぶらり～っと

病 院 探 訪

当院は、地域の皆様とともに、より
地域に開かれた病院づくりを進めていく
ため、寄附を受け入れております。

皆様のご支援・ご協力を賜りますよう
お願い申し上げます。

ご寄附の趣旨に沿って、当院の運営のための機器購入や臨床研究、
スタッフ育成など、幅広く活用させていただきます。

ご寄附のお願い

兵庫県立尼崎総合医療センター  総務部総務課
〒660-8550 尼崎市東難波町2-17-77
TEL.06-6480-7000（代表）

●寄附の使途

●寄附のお申し込み・お問合せ先
ご寄附のお願い

リハビリテーション部
ロボットリハビリの
ご紹介
神 戸新聞社から当センター リハビリテーション部のロボット

リハビリに関する取材がありました。
　当センターは「HAL」と「Honda歩行アシスト」の2つのロボットを
導入しています。
　子どもから高齢者まで延べ約200人のリハビリに活用しており、
「ロボットリハビリの拠点病院」を目標としています。
　「HAL」は、意思を伝える電気信号だけで動かなかった体の部分
が動き、患者の疲労を抑えつつ、神経回路を再び活性化させ、麻痺に
なる前の動きを繰り返し学ばせることができます。
　「Honda歩行アシスト」は、歩行時の股関節の動きをセンサーで
検知し、モーターの力で補助する歩行
訓練機器です。
　リハビリテーション部ではロボットを
使用した質の高いリハビリを提供できる
よう努めております。

神戸新聞の記事はこちら
患者の「動かしたい」リハビリロボがアシスト
疲労抑え、治療前向きに　尼崎総合医療センターで活用（令和4年1月20日 神戸新聞）

https://www.kobe-np.co.jp/news/sougou/202201/0014998579.shtml

HAL

Honda歩行アシストHonda歩行アシスト

HAL
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編 集
後 記

冬季オリンピックをテレビで見ては感動する時間を過ごし、季節はもう
３月。あっという間の１年でしたが、日頃の生活でも新年度に向かって様々な

イベントが増えてきました。…そして、花粉シーズンも加速しております。鼻詰まりなどのムズムズ
が辛い…！(><) 

新型コロナウイルスにまだまだ振り回されてはいますが、引き続き、できることから予防対策し、
体調に気を付けながら、無事に４月を迎えられるように頑張っていきましょう！

不織布マスクの
正しい着用をお願いします

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、外来患者さんをはじめご来院の方
には、マスクの着用をお願いしているところです。

入院中の患者さんにつきましても、医学管理上マスク着用が困難と判断した
場合を除き、マスクの着用をお願いしております。

なお、ウレタン、布マスクでは著しく感染防護効果が落ちることが知られて
いますので、入院時には、ウレタン、布マスクではなく、不織布マスクの準備を
していただきますようご理解、ご協力をお願いします。

■阪神地域の中核病院としての「高度専門・救急医療」
■患者・医療者、お互いの「納得・安全・チーム医療」
■救急・紹介を「断らない医療」
■住民・患者・医療者・福祉・介護・行政が全体で１つの

「地域医療」
■医療水準向上のための「教育・臨床研究・自己研鑽」

当院では面会を全面的に禁止しており
ます。なお、患者さんの着替えなどの荷物
の受け渡しは病棟職員が対応しますので、
防災センターにお声がけください（１１時
～１８時）。

ご理解、ご協力をよろしくお願いいたし
ます。

面会禁止の
お願い
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お知らせ掲示板

理　念
高度・良質な医療による社会貢献

基本方針

患者・医療者共に協力して「患者の権利」と「患者の義務」を
尊重し守る

１．公平に医療を受ける権利
社会的な地位、疾病の種類、国籍、宗教などにより差別
されることなく、適切な医学水準に基づいた安全かつ効果
的な医療を受ける権利

２．一人の人間として、尊重される権利
各々の人格、価値観が尊重され、患者・医療者が互いに
協力して、医療をつくり上げていく権利

患者の権利・義務憲章

【患者の権利】

３．納得医療の権利
医療提供者から説明と情報提供を受ける権利／自分の意思
で治療方法等を決定する権利／希望しない検査や治療を
断る権利

４．セカンドオピニオンの権利
複数の専門医等の意見を求める権利／他の医療機関に
変わることもできる権利

５．診療情報の提供を求め、自分の意見を述べる権利
６．プライバシー保護の権利

診療の過程で得られた個人情報が守られる権利
７．臨床研究についての権利

目的・危険性について情報提供を受ける権利／参加するか
どうかを決める権利／途中でも中止を求める権利／参加
しなかった場合でも不利益を受けない権利

１．医療者側に情報を知らせる義務、理解できるまで質問する義務
家族の状況、既往歴、病状の変化、現在の症状等を、正確
に知らせる義務／医師等の説明で、よく理解できない点を
理解できるまで質問する義務

２．医療に意欲を持って取り組む義務
合意した検査・治療方針に自ら意欲をもって取り組む義務

３．規則と指示を守る義務
病院内の規則や指示を守り、他の患者に支障を与えない
義務

【患者の義務】


